
【様式３-１】 

公益財団法人 樫の芽会 御中 

令和６年度伴走型就学・学習支援活動助成 実施報告書 

【団体の概要】 ① 作成日 令和７年５月２２日 

② 法人・団体名 特定非営利活動法人維新隊ユネスコクラブ 

③団体所在地 

（都道府県・市町村名まで） 
東京都新宿区 

④責任者氏名 濱松敏廣 （役職名等） 理事長 

⑤担当者氏名 濱松和香子 （役職名等） 理事／事務局 

【奨学活動の概要】 

⑥助成交付決定番号 R06-024 ⑦助成金額 １５０万円 ⑧申請カテゴリー DS 

⑨奨学活動名 自習室&食事つき個別指導型無料学習拠点の開催 

⑩主な実施場所名・
及びその住所 

ステップアップ塾西新宿教室・東京都新宿区西新宿６－１２－３０芸能花
伝舎敷地内トレーラーハウス 

⑪活動内容とその成果の概要（詳細は【様式３-２】又は別添資料にて記載・説明ください。） 

食事つき個別指導型無料塾「ステップアップ塾」は、年間で 39 回（7～2月では 29回）実施し、の
べ 132 人の小・中学生にのべ 158人の指導員・スタッフが学習指導と食事の提供を行いました。 

無料自習室「STUDY CAMP」は 7～3 月末までに 164 回開催され、327名の小学生～高校生が利用し
ました。毎月初めに自習室のスタッフ在室予定表を配布しスタッフの質問対応範囲（教科と学年）を
周知する他、毎月食と奨学金に関する支援情報のメール配信、教室内に食と奨学金の支援情報をまと
めた専用サイトの QR コードを掲示、地域の子ども食堂情報をまとめたスライドショーの室内のテレ
ビモニターでの上映、などの取り組みを行いました。 

⑫奨学活動の定量的把握（注：統計情報として参考まで把握するものです。活動成果等は上段⑪及び様式３-２等でご報告願います。） 

支援対象 延べ人数 
(Ａ：人) 

平均時間 
(Ｂ：時間) 

活動量 
（ＡｘＢ） 

備考・補足・計算根拠等 

中学生等 255 2 510 
平日利用者 1.2人/回×164回 
土曜日利用者 2人/回×29回 

高校生等 33 2 66 平日利用者 0.2人/回×164回 
大学生等     

学習支援員等 309 2.5 773 
平日支援員 1人/回×164回 
土曜日支援員 5人×29回 

その他     
合  計 1,349  

⑬その他の定量的な数値（任意） 

利用者アンケートを通じて、フードパントリーや子ども食堂を利用した家庭は全体の約 1／4 に、
「奨学金の利用を申し込んだ」「申込を検討している」と回答した家庭は全体の半数に上りました。 



【様式３-２】 
令和６年度伴走型就学・学習支援活動助成 実施詳細報告書（暫定） 

奨学活動名：自習室&食事つき個別指導型無料学習拠点の開催 
    法人・団体名：特定非営利活動法人維新隊ユネスコクラブ 
    作成者 氏名：理事/事務局 濱松和香子 

 

１．取り組んだ課題や実践した目的・実施内容について 
家庭の所得により子どもの受けられる学校外教育に格差が生じ、学力に影響を及ぼしているという
いわゆる「教育格差」問題に対し、格差是正の一助となるべく食事つきの学習拠点を東京都新宿区
に構え、週 6日の支援を行っている。週 1回の学習指導を行うと共に、平日 5日は自習室として教
室の解放・教材や軽食の提供・食支援や奨学金情報の提供等を行い、進学の意欲がある子どもを学
習面だけでなく生活面からも後押しする場としての機能を有することで、モデル拠点の確立と全国
展開を目指す。 
 
２．実施した奨学活動の詳細 

 
↑土曜日に開催している食事つき個別指導型無料塾「ステップアップ塾」の授業の様子 
 

 
↑平日に開催している食事つき無料自習室「STUDY CAMP」の様子 



 

 
↑企業から提供を受けた教材。教室利用者が自由に活用できる。 
 

 
↑室内のドリンク・お菓子・軽食コーナー 
 

 
↑トレーラーハウス屋外に設置されたキッチンとダイニングスペース 
 
 



 
↑土曜日の授業後には食事の準備をみんなで行い、食事を囲む 
 
◆参加人数（7～3月末日時点） 

ステップアップ塾（土曜日） STUDY CAMP（平日） 
のべ利用者数（人） 

中学生以上 
のべ支援員数（人） のべ利用者数（人） 

中学生・高校生 
のべ支援員数（人） 

58 145 230 164 
 

◆周知方法や協力いただいた関係者 

・ 新宿区子ども家庭課企画係を通じて、新宿区内全小中学校に「STUDY CAMP」チラシを配布、
地域センター等にチラシを配架 

・ 東京都ひとり親家庭支援センターはあとのメールマガジンに、「ステップアップ塾」「STUDY 
CAMP」の利用者募集情報を掲載 

・ 団体 Facebook ページで利用者募集情報を発信 
 

◆地域やボランティア活動との連携 

・ 学生インカレサークル学習支援 Step Up!による大学での新入生歓迎イベントでの支援員募集
協力 

・ 地域子ども食堂からの開催情報の提供 
・ 新宿区社会福祉協議会からの奨学金情報の提供 
・ 教室内で地域の子ども食堂情報等を紹介・発信 
 

◆学習支援員について 

・ 平日の学習支援員は社会人・大学生を中心としたボランティアスタッフが、毎日 1名ずつ交代
で教室に在室またはオンラインで見守りを行いながら対応している。スタッフ在室予定表を利
用者に毎月配布し、スタッフの対応可能な科目や学年を周知している。またオンラインで教室
の見守りを行う際は、教室の PC を通じて利用者の質問対応をオンライン MTG システムで行
う他、高校生等ハイレベルな質問については教室に掲示されている質問対応アプリで質問を受
け付け、概ね 24時間以内に現役の大学生等が回答を行っている。 

・ 土曜日の学習支援員は、参加登録をした現役の高校生～社会人が対応している。主に教室に設



置している専用教材で学習指導を行う他、授業後に夕食を一緒に囲んだ。また授業前にワーク
ショップ（アイスブレイク等）を実施することで、利用者との心の交流を図り、学習の場であ
ると共に相談相手のいる居場所としての役割を果たしてきた。 

・ 発達障害を抱える利用者がいたことから、学習指導の進め方について言語聴覚士によるアドバ
イスを受け、支援員と情報共有を行った。 

・ 発達障害を抱える利用者と精神不安の強い保護者について、地域の保健センターへ相談を行い、
適切な支援に繋がるよう窓口の紹介を行った。 

 

・貴会による助成事業であることの表示 

 
↑毎月発行されている学級新聞のご紹介ページに名称掲載（以下、拡大図） 

 
 



  
↑いただいた掲示用のシールをフォトフレームに入れ、教室に掲示 
 
３．本活動から得られたもの、反省点、課題、今後への発展性、等 
【得られたもの（知見）】 
・ 自習室を定期的に利用するようになる利用者は、家に自室や勉強机などの学習環境がないだけ

でなく、食事がない場合が多いことなどはこれまでの実施の中で見えていたことであったが、
ここ数年の酷暑の中でも家でエアコンを使うことができないという声もあり、利用者の生活の
厳しさを更にうかがい知る機会になった。コピー機を毎回利用する利用者もおり、有料のコピ
ー機の利用も厳しい人がいることも知った。 

・ アンケート調査を実施したところ、全体の 1/4程度の家庭が、教室で提供した情報を通じてフ
ードパントリーや子ども食堂を利用したと回答した。奨学金情報に至っては、利用したと回答
したのは 3件であったが、約半数が利用を検討していると回答した。食や奨学金等生活面での
支援のニーズが高いことが理解できた。 

・ 自習室に在室するスタッフへの質問については、数学指導のニーズが最も高いことが、支援員
へのヒアリンクで理解できた。 
【反省点・課題】 

・ 自習室の利用申込をしてから利用に至るまでに時間がかかる場合が多々見られ、アンケートか
ら「室内の様子がわからないので不安」という声があり、利用紹介の動画を作成して、利用登
録者と共有した。多少の利用者増にはつながったが、期待していたほどの大幅な増加にはなら
なかったことが課題である。今後は、利用者の世代に親しみやすい SNS を活用した広報にも
力を入れたい。（2025年 5月から、平日はほぼ毎日公式 X でスタッフによる投稿を実施中。） 
【今後の発展性】 

・ 現在、このトレーラーハウスを用いた学習支援拠点の構築に、高知県内（香美市、香南市）で
の展開が検討されている。平時には学習支援拠点として活用され、南海トラフ地震等有事の際
にも臨時の支援拠点としての活用が期待されるトレーラーハウスに、期待が集まっている。 



 
４．本活動におけるエピソード、思い、感想、等（任意） 
・ 土曜日の無料塾に参加するようになった利用者が、学習の意欲を高め、平日も自習室利用をす

るようになり、高校受験や定期考査に向けて前向きに取り組んでいる姿が多々見受けられるよ
うになった。逆のケースで、平日に自習室利用をしていた生徒が、無料塾での定期的な学習指
導を希望し、申し込む姿もあった。 

・ 頻繁に自習室を利用する生徒が室内に用意されている軽食を楽しみにしている様子が見られ
たが、冷凍食品やレトルトばかりだと空腹はまぎれる一方で健康面の心配が出てきたため、支
援員が自らおにぎりを室内で作る姿も見られ、温かい雰囲気の自習室になっている。 

・ 自宅浪人をしていた生徒が学習場所を探していたところ、当自習室の紹介を区の支援センター
で受け利用するようになった。利用を開始してから、オンライン質問アプリを積極的に活用し
ている。 

・ 無料塾を卒業して高校生になった元塾生が、土曜日に学生講師やスタッフとして参加するよう
になった。 

・ 上記のことから、予想を上回るほどではないが、学習意欲を高めた生徒の学習面だけでなく生
活面での支援もできている拠点となっていることは大変うれしく思っている。今後更に利用者
を増やし、希望する進路を選択できる人を増やせるよう、取り組んで行きたい。 

 
５．学識者からのご意見、コメント、等（申請カテゴリーにて「S」が付されている団体） 
※今回の申請においては「DS」枠で申請させていただきましたが、学識者からの積極的な関与では
なく、会計報告の際に公認会計士・税理士からの監査報告書の提出を予定しています。 
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